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   The principle of this kit method is that urinary oxalate is extracted and subsequently assayed 
by measuring the amount of hydrogen peroxide produced in an oxidation reaction catalyzed by oxa-
late oxidase. The reproducibility and accuracy of the method were tested: the within-run and 
day-to-day coefficients of variation were 5.420.0% and 16.1.18.0%, respectively, and the overall 
recovery rate of the added oxalate (5-25 mg/I) was 4050%. These abnormally low recovery 
rates may be related to the presence of sulfate and phophate in the extracted fluid. Therefore, the 
above method was modified by performing a recovery test by adding 25 mg/1 oxalate to all urine 
samples. By the modified method, the correlation coefficient obtained between this method and 
the ion-chromatographic method was 0.851 (p<0.01). Urinary pretreatment with either acid ferric 
chloride or EDTA yields a higher recovery than with HCI. However, a good correlation of oxalate 
values is consistently observed for HCI-processed urine as measured by the above two methods. If 
the interference of ascorbic acid is negligible, no special urinary treatment except for HCI is neces-
sary. The 24-hour urinary oxalate excretions were 24.4+9.1 mg (mean±SD) in 8 healthy males 
and 19.9+10.3 mg in 24 calcium-stone formers (21 males and 3 females). 
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緒 言
尿路結石は蓚 酸 カルシウム成分 とす るものが 多
い1).し たが って,そ の結石形成の原因を診断するう
えで,尿 中の蓚酸濃度を測定することは大切である.、
尿中蓚酸排泄が増加する原因としては,蓚 酸およびそ
の前駆物質を含有す る食物 の摂取,原 発性過蓚酸尿
















対 象 ・ 方 法
順天堂大学に外来通院患者の蓄尿を用いた.蓄 尿に
20%ヒ ビテソグルコネート2mlを 容器に加えたもの




トはSigma社 よ り提 供 され た.検 体 を抽 出用 パ イ ア
ルに1ml入 れ,約5分 振 と う後 液 層 を捨 て る.2ml
の蒸 留 水 に て洗 浄 し,0.2Nの 水 酸 化 ナ トリウ ムに て
吸着 剤 よ り抽 出す る.そ れ ぞれ の 反 応 用試 験 管 に 検体
抽 出液,ま た は ブ ラ ンク と して の水0.1mlを 加 え る,
そ れ ぞ れ に謬 酸試 薬A調 整液lmlを 加z.,混 和 し,
37。C20分 間 イ ンキ3ベ ー トす る.水2m1を お の お
の に 加 え,590nmで ブ ラ ン クを対 照 と して,吸 光 度
を 日立557DoubleWaveLengthDoubleBcam
Spectrophotometerp`て 測 定 した。結 石 を 有 さぬ 健 常
男 性8名(24.8±3.3歳),カ.ルシ ウ ム 結 石 患者24名
(49.7±10.9歳,男21,女3)の24時間 蓄 尿(20%ヒ
ビ テ ン グル コ ネ ー ト2ml添 加 した 容 器 に 蓄 尿)を 行
な い,撹 はん 後 そ の一 部 を 塩 酸 に て酸 性 化 し,蔭 酸 測
定 を行 な った.相 関 性 に 関す る検 討 は 単 回 帰分 析 を 用
い,推 計 学 的 有意 性 に 関 して はF検 定 を 行 な った.
結 果
標軸 線は蔭酸濃度0.5～100mg/1の 範囲で直線関
係を示し,推 計学上有意 であった(Fig.1).15検 体
の尿}こ、それぞれ5,10,25mg/1の 標準蔭酸を添加し
測定した値 より得られた添加回収量は直線関係を示し








近い25mg/1の 蔭酸を それ ぞれ の尿に添加して測定






























































































































































































処理 に よる尿 サ ンプル と比較 す る とTable4に 示 す
ご と くで あ った.正 常 対 照 お よび カ ル シ ウ ム尿 路 結石
患者 の24時 間 尿 中 蔭 酸排 泄 量(mean±SD)は それ
ぞ れ,24.4±9.lmg,19,9±10.3mgであ った.抽 出




















































燐酸,硫 酸)の 量と同様なパターソを示 した.こ れら
の陰イオンの回収率は90%以 上であった。
考 察


















操作 と考えざるをえない.し たがって,こ れらの物質
が反応液中には存在し,酵 素阻害をする可能性がある.
そこで,現 在のキ ットの添加回収率が低いことはやむ







して いる可能性 も:否定 はで きない.こ の点に関し



















プルごと既知量蔭酸(25mg%1)添 加 との 比較で より
正確に測定可能である.ア スコルビン酸による干渉も
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